
令和元年 11 月 18日（月） 

第８３号 

長野県松本深志高等学校長 

 

 

 

 

 

２年生キャリア研修旅行へ（11月 14日～15日） 

〇生徒が自己の在り方・生き方を考え、主体的に進路を選択

するための一つの体験学習とする。〇将来への目的意識を持つ

ことで、個々の学ぶ目的を明確にさせ、学習意欲の向上につな

げる。以上二つを主目的として、２年生のキャリア研修旅行が

１泊２日の日程で行われました。一日目は大学（一橋、明治薬

科、東京農工、東京外語、明治、北里、東京工業、東京理科、

慶応義塾、東京、早稲田、横浜国立）見学と夜のイベント（デ

ィナークルーズ、寄席、歌舞伎、観劇等）のセットというハー

ドスケジュールを経て、宿泊先の品川プリンスホテルへ。二日

目は希望別に９コースに分かれて終日研修を行い、バスにて帰路に就くという行程です。旅行準備

のために 13 日は土曜授業の日課が設定してあり、３時限には結団式を行いました。本校には修学

旅行がなく、数少ない宿泊行事の一つです。その様子は、写真を入手して次号でお知らせします。 

１年進路講演会・３年租税教室（11月 13日・14日） 

13 日の土曜授業の３時限、１年生の進路講演会が講堂で行

われました。早稲田大学先進理工学部電気・情報生命工学科の

木賀大介教授をお招きして「生命は人工合成できる」というテ

ーマでの模擬講義です。現在は生命の部品としてのＤＮＡやた

んぱく質を研究者が望むままに作成できるようになってきた

そうで、結果として生まれた「つくる生物学」としての合成生

物学について、その意義を紹介していただきました。翌 14 日

のロングホームルームの時間には、３年生対象の租税教室が小

体育館で開催されまし

た。講師は、深志ＯＢ（53 回）で松本市在住の税理士、川

崎要介氏。ちょうど税を考える週間（11 月 11 日～17 日）

中だったそうで、税の仕組みや目的等を確認し、国の財政

の基本となる税に対する理解を深める良い機会になりまし

た。また、川崎さんは大学卒業後、会社員を経て一念発起、

会計士と税理士の資格を取得して転職したそうで、将来の

進路選択に悩む後輩に対しての助言にもなったようです。 

未踏ジュニア最終成果報告会（10月 21日） 
2020 年度からプログラミング教育が小学校で必修化されます。これは、これからの時代に必要と

なるプログラミング的思考、すなわち順序立てて考え、試行錯誤し、ものごとを解決する力、を養

うためだと言われています。「プログラミングは既に人気の習い事になり、プログラミングを学ぶ

小中高生の数は増え続けており、彼らの視点を上に向けさせ、広い活躍の場を提供することが急務

13日小体育館で行われた結団式の教頭挨拶 



になっています。そこで一般社団法人未踏では、21 世紀型イノベーションの

創出を担う創造的人材を発掘及び育成すべく、今年度も未踏ジュニアを開催す

ることにいたしました」（経済産業省所管の独立行政法人情報処理推進機構ウ

ェブサイトより）この未踏ジュニア、４回目となる今年は全国から 127 件の応

募があり、その中から 13 プロジェクト 17 人の企画が採択され、本校１年の和

泉田くんの「仮想経済シミュレーションプラットフォームとゲーム」も選ばれ

ました。採択者には 50 万円の資金援助と専門のアドバイザーが付き、企画を

最終的に形にしたものを、10 月 21 日の最終報告会で発表したそうです。和泉

田くん、将来はプログラミングの仕事に就きたいとのことで、日々作りたいも

のが新しく湧き出てくる状態だとか。パソコン部を作りたい、との希望もぜひ実現させてください。 

「自治の精神」検証外部研究者公募（10月～11月） 
本校の特色であり、重要な校風でもある「自治の精神」を重んじた教育活動につ

いて、外部の方々に客観的な目で評価・検証してもらい、さらなる発展につなげる

ための研究者を公募しています。研究期間は３年間で、校内に入って授業や生徒会、

部活動など特色ある実践を教員や生徒と共同研究する計画です。詳しくは、松本深

志高校のウェブサイトに公募要領や必要な書類を掲載していますので、ご覧くださ

い。校風や伝統を今の時代に合った形で引き継ぎながら、深く価値ある教育活動に

進化させて、これからを生きる生徒たちが必要な力を蓄えられる仕掛けづくりにし

ていきたいと思います。専門的見地からのご協力をよろしくお願いいたします。 

その他の話題をいくつか 
★ フィギュアスケート競技の県高校総体が 10 日、岡谷市のやまびこスケートの森

アイスアリーナで行われ、本校２年の小倉さんが見事２位となって、インターハイ

出場を決めました。昨年度は同大会で３位、あと一歩のところで全国大会出場を逃

していましたので、その雪辱を果たしました。インターハイは１月に北海道帯広市

で開催されます。悔いのない演技で、晴れの舞台を存分に楽しんで来てください。 

★ 来春実施する 2020 年度県立高等学校入学者選抜の募集定員が 11 日に発表にな

り、本校は７学級 280 人の募集となりました。11 区の本年度の中学校卒業予定者数

は 3,854 人で前年度比 153 人の減。少子化が進行する中で、とうとう本校も８学級を維持すること

が難しい状況となってしまいました。学習環境（特に教員数）が後退しないように、引き続き努力

をしていきながら、深志の学びが一層充実するように、力を尽くしていきたいと思っています。 

今週の予定（Ｂ２） 

日 曜日 行  事  等 その他(主に校長動向) 

１８ 月 京都大学出前授業 学年会  

１９ 火  校長会用務 

２０ 水 職員会  

２１ 木 人権同和教育(２年) 進路講演会(１年) 校長会秋季総会 

２２ 金  市立長野高校 100 周年記念式典 

２３ 土 勤労感謝の日 同窓会蛍雪会総会 

２４ 日  県高校新人放送コンテスト 

２５ 月 （Ａ１） 面接週間（～29） 学年会 中信校長会 

 


